




































































































































「嘉禄二年本」 （ 『冷泉家時雨亭叢書２』 ）
　
また、本学本の本文が右と異なる場合には、久曽神昇『古今和
歌集成立論資料編』 、片桐洋一『古今和歌集全評釈』 、小松茂美『伝公任筆古今和歌集図版編』をもとに、他本とも校合した。なお、 「異同一覧」で挙げる各伝本の略号は以下のとおりである。嘉…嘉禄二年本











































是は物にもなすらへてそれかやうになんあ とやうにいふなり此哥よくかなへりとも見えすたらちめのおやのかふこのまゆこもりいふせくもあるかいもにあ すてかやうなるやこれにはかなふ からむよつにはたとへうた
わかこひはよむともつ しありそ海のはまのまさこ みつくすとも いへるなるへし









これは世をほめて神につくるなりこの たいわゐ哥とはみえすなむ春日野にわかなつみつゝよろつ代をいはふ心は神そしるらんこれらやすこしかなふへからんおほよそむくさにわかれんことはえ る しきことになむいまの世中いろにつき人のこゝろ花に
【五オ】
なりにけるよりあたなる謌はかなき事のみいてくれは色このみのいゑ むもれ木 人しれぬことゝなりてまめなるところには花すゝきほにいたすへき事にもあらすなりにたりそのはしめをおもへ かゝるへくなむあらぬ世々のみか 春の花のあした秋の月の夜ことにさふらふ人々 めしてことにつけつゝ哥をたてまつらしめ給ふあるは花をそふとてたよりなき所にまとひあるは月を
おもふとてしるへなきやみにたとれる心を
【五ウ】
見給てさかしおろかなりとしろしめしけむしかあるのみにあらすさゝれ石にたとへつくはやまにかけ 君をねかひよろこひ身にすきたの ひ心にあまりふしのけふ によそへて人をこ 松むしのねに友を忍ひたかさこ みのえのまつも ひ生のやうにおほえおとこ山 むかしを思ひ出てをみなへしの一ときをくねるにも謌 いてそ くさめける又春の朝に花 ち を見秋の夕くれ 木葉の つるをきゝあるは
【六オ】






世や哥の心をしろしめ たりけむかの御時におほきみつ くらゐかきのもとの人まろなん謌のひしりなりけるこれは君も臣も身をあはせたりといふなるへし秋 ゆ へたつた河になかるゝもみちをはみ とおほむめに錦と見たま 春のあしたよしのゝ山のさくら 人 ろか心には雲かとのみなむ えけるまた山の辺のあか人
【七オ】

















さかのにて馬よりおちて名 めてゝおれるはかりそをみなへし我おちにき 人にかたるなありわら なりひらはその心あまりてことははたらすしほめる花のいろなくて匂ひ これるかこと
	 月やあらぬ春やむかしの春ならぬ我身ひとつはもとの身にして
おほかたは月をもめてしこれそこのつもれは のおひ るものねぬるよの夢をはかなみまとろめはいやはかなにもなりまさる哉ふん屋のやすひてはこ 葉 たくみにてさま身に はすい ゝ き人のよききぬきたらむかことし
	 吹からに野への草木のしほるれはむへ山風をあらしといふらん










さゝかにのくものふるまひかねてしるしも大伴のくろぬしはそのさまい い ゝたきゝをおへる山人の花 けに すめるかことし
	 思ひ出て恋しき時ははつかりのなきてわたると人はしらすやかゝみ山




こゝのかへりになむなりぬるあまねきおほんうつくしみのなみや まのほかまてなかれひろきおほむめくみつくは山 ふもとよりもしけくおはしましてよろつ まつりことをきこ めすいとまもろの事をすて給はぬあまりにいにしへのことをもわすれしふりにし事をもおこ 給ふとていまもみそな し後の世 もつたはれとて延喜五年四月十八日大内記きのとものり御書のところのあつかり紀の貫之
【一〇ウ】
さきのかひのさう官おふし河内 み ね右衛門府生みふ たゝみねらにおほせられて万葉集にいらぬ るき哥をもみつからのをもたてまつらしめ給てなんそれか中に梅をかさすよりはしめてほとゝ す きゝ紅葉をおり雪をみるにいたるまて又鶴かめにつけて君 思ひ人をもいわゐ
秋はき夏草をみてつまをこひあふ坂にいたりてたむけ いのりあるは春夏秋冬にも らぬくさ〳〵のうたをなんえらはせ
【一一オ】
たまひけるすへて千う はたまき名つけて古今和歌集といふかく此たひあつめえらはれて山した水のたえすはまのまさこのかすおほくつもりぬれはいま あすか河のせとなるう みもきこえすさゝれいしのいはほ よろこひのみそあるへきそれまくらことはに春の花にほひすくなくしてむなしき名のみ秋 夜のなかきをかこてれはかつ 人 ゝにおそり つは謌のこゝろに ちおもへとたなひく雲の
【一一ウ】
たちゐなく鹿のおきふしは らゆきらかこの世におなしくむまれてこのこ の時にあへるをなんよろこひぬる人丸なくなりにたれと哥の ととゝまれるかなたとひ時うつり事さりた しひかなしひ行 ふ
−149−
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































参考文献『漢字くずし方辞典』児玉幸多編（東京堂出版） 、二〇〇五年新装十版『古今和歌集』佐伯梅友校注（岩波書店） 、二 〇六年第四十四刷『古今和歌集成立論
　
資料編上・中・下』 久曽神昇著 （風間書房） 、一九六〇年
『古今和歌集全評釈（上）─全三巻─』片桐洋一著（講談社） 、一九九八年『冷泉家時雨亭叢書
　





図版編・解説編』 小松茂美編 （旺文社） 、 一九九五年
東京文化財研究所アーカイブデータベース奈良文化財研究所
　
木簡データベース
附記　
本学本の調査にあたり、本学日本文学専攻の今井久代先生、
金子彰先生、光延真哉先生、鵜飼祐江先生にご指導いただいた。　
なお本研究会の活動は東京女子大学 会より「学生研究奨励
費」の交付を受けて行っているものである。以下の会員が本稿の翻刻・調査・製作に関わった。
阿南香菜子
･阿部慧子
･猪鹿野巴
･大橋瑠璃子
･金子紀子
･
工藤京子
･桒原志帆
･篠崎幸子
･竹松亜香里
･田中彩乃
･
田中蘭月
･寺田響香
･中田紗良
･野崎千尋
･林田千花
･
針谷美里
･播磨夏希
･深沢愛
･古屋梨佳
